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デビットカードサービス本格稼働への対応

来年３月からキャッシュカードで代金精算を行うデビットカードサービス（以下、
本サービス）が本格的に開始される。全国925の金融機関と百数十社の小売業の参加
が見込まれるこのサービスは、クレジットに続く新たな決済手段として金融、流通の
両業界から注目を集めている。本サービスの特徴と当社の対応について述べる。

本サービスの現状

本サービスは、金融機関のキャッシュカー

ドで、商品購入などの代金を支払うことがで

きるサービスである。「デビット」とは、会

計用語で「即時決済（すぐに支払うこと）」

を意味し、後で分割や一括での支払を行う

「クレジット」の反対語に相当する。

本サービスにおいては、店頭の端末でキャ

ッシュカードの磁気ストライプを読み取らせ

て暗証番号を入力し売上金額とともに送信す

ると、情報処理センター、CAFISセンター

（カード決済スイッチングセンター）経由で

カード発行銀行の口座より即座に決済を行う

ことができる（図１参照）。

日本における本サービスは、J-Debitとして

1999年１月から８金融機関で開始された。

2000年３月６日からは、「クリアリングセン

ター」の稼働により加盟店と金融機関の間の

決済が効率化される。これと同時に全国925

の金融機関のキャッシュカードが使用可能に

なり利用は加速すると見られている。

本サービスにおけるシステム要件

クレジットが購入後、数日～数カ月の後に

購入者から販売者へ支払う「後払い」方式で

あるのに対し、デビットは購入と同時に現金

の受け渡しが行われる「即時払い」の方式で

ある。

これは、業務処理における時間的な余裕が

非常に少ないことを意味する。また、購入時

に口座を直接参照する必要があるため、クレ

ジットのように、オンライン障害時に伝票を

利用する、といった代替手段も存在しない。

このため、システムにおいても他の金融系基

幹システムと同様高い信頼性が要求される。

近い将来には24時間365日のサービスが開

始されるため、システ

ムにおいては、障害あ

るいはメンテナンス時

に停止することなくサ

ービスを継続すること

ができることが重要な

要件となる。
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図１　デビットカード接続例�
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当社におけるデビットカードシステム

一般に、高い信頼性が要求されるシステム

では、FTC（内部構造が２重化されているコ

ンピュータ）を利用することが多いが、価格

が高い、独自アーキテクチャーのため汎用性

に欠けるなどの問題もある。

また、オープンなプラットホームである

UNIXシステムをHA（高可用）ソフトによる

ホットスタンバイ構成で２重化することによ

り、高性能、高信頼性のシステムを高いコス

トパフォーマンスで構築できる。

しかし、HAにも切り替えが発生する際に

システムの停止時間が存在する、待機系のマ

シンが通常はいわば遊んだ状態になっている、

といった問題も存在する。

当社では、情報処理センター機能として、

HAの機能に加え、IPロードバランサーを利用

して２台のマシンがパラレルに処理を行うよ

うな設計とし、一方のマシンに障害が発生し

てもサービスを停止することなく正常なマシ

ンに処理の引き継ぎを行う方式を採用した

（図２参照）。

FTCシステムに比べ構成、アプリケーショ

ンとも複雑になるきらいはあるが、それを補

ってあまりあるメリットもある。今後もさま

ざまな基幹システムに適用可能な設計方式で

あると考えられる。

（野村総合研究所　神保範朗）
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図２　障害時処理引き継ぎ方式�


